創世記　19章30～39節 , 21章1節～34節 (＋前回の残り)　

文責：T

（前回の続きから）

　Q:「神はアブラハムを御心にとめ～」なんでロトの行いじゃなくて、アブラハムが評価されたのか？

　Q:このエピソード（ソドムが滅ぼされた）が訴えていることとは？（＋この様な方法で人類を罰するって正しいのか？）

　個人的に気になった点を・・・

· ソドムが滅びたのは「罰」なのか

· そもそも神の「罰」って何？

· 人間社会の（法的な、社会的な）罰とはどう違うのか

（19章30節以降）

　Q:なんでツォアルに住むのを恐れたのだろうか

　Q:近親相姦ってマズいんじゃないの・・・？

　　→二人はなんでここまでして子を身篭ろうとしたのでしょうか？

～モアブ人、アンモン人について～

· モアブ人・・・旧約聖書の後の箇所で、イスラエル人と敵対する歴史が描かれる。ただ、ダビデ王の祖先にあたる（つまり、イエスに繋がる）民族でもある。

· アンモン人（アモン人）・・・イスラエルと敵対関係にあった。後にダビデ王の時代にイスラエルに征服されて吸収された。（現在のヨルダンの首都アンマンの語源といわれている。）

（21章1～21節）

　Q:「神はわたしに笑いをお与えになった～」

　　　イサクが産まれる前後でサラにとっての「笑い」ってどう変化したのか。

　　　　前

　

　　　　後

　Q:「～あなたの子孫はイサクによって伝えられる。 」イサクが生き残って子孫繁栄しさえすれば、イシュマエルは追い出してもいいってこと？

（追い出すにしても水とパンだけで荒野へ、って死ねといってるようなもんなんじゃ・・・。　）

　SQ：私欲むき出しのサラの行動を、神は咎めるでもなく肯定しています。一方イシュマエル達はアブラハムの子供であるにも関わらず追放されています。この不条理って納得できますか？あるいはどういう意味があると思いますか？

※1弓を射るもの・・・狩猟民族

※2「～母は彼のために妻をエジプトの国から迎えた。」・・・エジプト＝ハガルの故郷＆異教徒の土地

（21章22～34節）

※1アビメレク・・・飛ばした20章にも出てくるのですが、ゲラル地方の王です。アブラハムがサラを妹と偽ったので、姦淫の罪を犯しそうになったのですが、夢で事実を知って難を逃れました。

